
あ じ さ か 

                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
※１スマートインターチェンジの名称は仮称であり、正式な名称は、地元や利用者のご意見等も踏まえて

決定されます。 
※２スマートインターチェンジとは、高速道路の本線やサービスエリア、パーキングエリアから乗り降り

ができるように設置されるインターチェンジであり、専らＥＴＣを搭載した車両が通行することを目
的としたインターチェンジです。 

 

○九州管内の新規事業化箇所 

・名称（仮称）：味坂
あじさか

スマートインターチェンジ 

・連 結 位 置：福岡県小郡
おごおり

市福
ふく

童
どう

 

・路 線 名：九州縦貫自動車道鹿児島線（鳥栖
と す

ＪＣＴ～久留米
く る め

ＩＣ間） 
 

【添付資料】 

・別紙－１ スマートＩＣの進め方／九州のスマートＩＣ箇所図 

 ・別紙－２ 本省記者発表資料「高速道路会社への事業許可およびスマートインター 

チェンジの準備段階調査の採択を行いました」 

 

 

 
平 成 30 年 8 月 1 0 日 

九 州 地 方 整 備 局 

高速道路の有効利用や地域経済の活性化等の効果が期待されるスマートインタ

ーチェンジ※２について、九州では、昨年度準備段階調査箇所となり検討や調整を

進めていた「味坂
あじさか

スマートインターチェンジ（仮称）※１」が新規事業化となりま

した。このスマートインターチェンジの整備により、物流の効率化、周辺開発・企

業誘致の促進などが期待されます。 

なお、本日付けで、全国で７箇所を新規事業化し、新たに６箇所で準備段階調査

を実施することになりました。 

【問い合せ先】  

 九州地方整備局 〔代表〕 092-471-6331   〔直通〕 TEL 092-476-3543 

企画部広域計画課      課長   鈴木 昭人（内線３２１１） 

              課長補佐 坂本 淳一（内線３２１２） 

味坂スマートインターチェンジ※１が今年度新規事業化 
～物流の効率化、周辺開発・企業誘致の促進に貢献～ 



スマートＩＣの進め方／九州のスマートＩＣ箇所図

須恵

宮田

今川
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北熊本

木場

小城

人吉球磨

箇所１２開通済

事業中 ４箇所

新規事業化 １箇所

（平成３０年８月１０日時点）

【凡例】

門川南

別府湾

由布岳

宇城氷川

国富

桜島
ＳＡ

城南

〇 スマートＩＣの準備段階（地方での計画検討・調整段階）において、国として

必要性が確認できる箇所等について、箇所を選定し、国が調査（直轄調査）

を実施（準備段階調査）。

〇 準備段階調査における準備会での検討や調整が整い、関係機関で構成され

る地区協議会で決定された実施計画書が提出された箇所につき新規事業化。

スマートインターチェンジの進め方

味坂

別紙－１



ｓｄｆあｓｄｆ  

 

平成３０年８月１０日 

道 路 局 高速道路課 

 

 

高速道路会社への事業許可および 

スマートインターチェンジの準備段階調査の採択を行いました 
  

     

 

 

＜問い合わせ先＞ 

国土交通省 道路局 高速道路課 

（事業許可全般について）      河村（内線：30308）、小島（内線：38352） 

（スマートインターチェンジについて）河村（内線：30308）、祢津（内線：38362） 

 

代表：03-5253-8111 直通：03-5253-8500 FAX：03-5253-1619 

 

本日、別紙のとおり、新東名高速道路（御殿場ＪＣＴ～浜松いなさＪＣＴ）

の６車線化およびスマートインターチェンジの新設について、道路整備特別

措置法第３条に基づき、国土交通大臣より高速道路会社へ事業許可を行いま

した。 

また、スマートインターチェンジについて、新たに６箇所で準備段階調査

への採択を行いました。 

別添①：高速道路会社への事業許可等について 

別添②：新東名の６車線化について 

別添③：スマートインターチェンジの新規事業化について 

別添④：スマートインターチェンジの準備段階調査について 

参考資料①：スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果 

参考資料②：民間施設直結スマートインターチェンジについて 

 

 

89780451
長方形

89780451
タイプライターテキスト
別紙－２



 

別添① 

 

１． 高速道路会社への事業許可 

 

① ６車線化関係 

事業名 内容 事業主体 

第二
だ い に

東海
とうかい

自動車道 

横浜
よこはま

名古屋
な ご や

線 

御殿場
ご て ん ば

ＪＣＴ～ 

浜松
はままつ

いなさＪＣＴ 

車線数の増（６車線化） 
NEXCO 

中日本 

 

② スマートインターチェンジの新設関係 

事業名 内容 事業主体 

北関東
きたかんとう

自動車道 壬生
み ぶ

ＩＣ～宇都宮
う つのみや

上三川
かみのかわ

ＩＣ 下野
しもつけ

スマートＩＣ（仮称） 
NEXCO 
東日本 
（下野市） 

中央
ちゅうおう

自動車道長野
な が の

線 安曇野
あ ず み の

ＩＣ～麻績
お み

ＩＣ 筑
ち く

北
ほ く

スマートＩＣ（仮称） 

NEXCO 
東日本 
（筑北村） 

日本海
にほんかい

沿岸
えんがん

東北
と うほ く

自動車道 中条
なかじょう

ＩＣ～荒川
あらかわ

胎内
たいない

ＩＣ 胎内
たいない

スマートＩＣ（仮称） 
NEXCO 
東日本 
（胎内市） 

中央
ちゅうおう

自動車道西宮
にしのみや

線 
彦根
ひ こ ね

ＩＣ～ 

湖東
こ と う

三山
さんざん

スマートＩＣ 
多賀
た が

スマートＩＣ（仮称） 
NEXCO 
中日本 
（多賀町） 

四国
し こ く

縦貫
じゅうかん

自動車道 川内
かわうち

ＩＣ～松山
まつやま

ＩＣ 東温
と うおん

スマートＩＣ（仮称） 
NEXCO 
西日本 
（東温市） 

九州
きゅうしゅう

縦貫
じゅうかん

自動車道鹿児島
か ご し ま

線 鳥栖
と す

ＪＣＴ～久留米
く る め

ＩＣ 味坂
あじさか

スマートＩＣ（仮称） 
NEXCO 
西日本 
（福岡県） 

近畿
き ん き

自動車道伊勢
い せ

線 勢和
せ い わ

多気
た き

ＩＣ～玉城
た ま き

ＩＣ 多気
た き

スマートＩＣ（仮称）※ 
NEXCO 
中日本 
（多気町） 

※民間施設直結スマートインターチェンジ 

  



 

 

 

２． スマートインターチェンジの準備段階調査の採択 

 

事業名 内容 

東北
と うほ く

縦貫
じゅうかん

自動車道弘
ひろ

前
さき

線 北上
きたかみ

江
え

釣子
づ り こ

ＩＣ～花巻
はなまき

南
みなみ

Ｃ 花巻
はなまき

ＰＡスマートＩＣ（仮称） 

東北
と うほ く

中央
ちゅうおう

自動車道相馬
そ う ま

尾花沢
おばなざわ

線 山形
やまがた

上山
かみのやま

ＩＣ～山形
やまがた

中央
ちゅうおう

ＩＣ 山形
やまがた

ＰＡスマートＩＣ（仮称） 

常磐
じょうばん

自動車道 浪江
な み え

ＩＣ～南相馬
みなみそうま

ＩＣ 小
お

高
だか

スマートＩＣ（仮称） 

山陽
さんよう

自動車道吹田
す い た

山口
やまぐち

線 笠岡
かさおか

ＩＣ～福
ふく

山東
やまひがし

ＩＣ 篠坂
しのさか

ＰＡスマートＩＣ（仮称） 

山陽
さんよう

自動車道吹田
す い た

山口
やまぐち

線 西条
さいじょう

ＩＣ～志和
し わ

ＩＣ 八本松
はちほんまつ

スマートＩＣ（仮称） 

四国
し こ く

横断
おうだん

自動車道阿南
あ な ん

四万十
し ま ん と

線 さぬき豊中
とよなか

IC～大野原
おおのはら

ＩＣ 観音寺
か ん お ん じ

スマートＩＣ（仮称） 

 



暫定4車線
（片側2車線）
54km

現況写真（御殿場JCT～浜松いなさJCT）

暫定4車線
（片側2車線）
145km

うち、片側3車線運用 55km※

構造対応済 89km

暫定4車線
（片側2車線）
60km

うち、片側3車線運用
8km ※

暫定4車線
（片側2車線）
40km

暫定4車線
（片側2車線）
39km

暫定4車線
（片側2車線）
32km

完成6車線
（片側3車線）
52km

※延長は上下線平均

：運用車線 ：構造物４車線対応区間 ：構造物6車線対応区間（ラバーポール等による仕切り）
※土工切残し部含む

構造物対応状況

上り線

下り線

110km/h試行運用
実施中（2017.11～）

2020年度
開通予定

2019年度
開通予定

2018年度
開通予定

2023年度
開通予定

2018年度
開通予定

2023年度
開通予定

兵庫県

京都府

滋賀県

大阪府

愛知県

三重県

静岡県

神奈川県

神
戸
Ｊ
Ｃ
Ｔ

高
槻
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ

城
陽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ

大
津
Ｊ
Ｃ
Ｔ

亀
山
西
Ｊ
Ｃ
Ｔ

新
四
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ

四
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ

豊
田
Ｊ
Ｃ
Ｔ

浜
松
い
な
さ
Ｊ
Ｃ
Ｔ

森
掛
川
Ｉ
Ｃ

新
静
岡
Ｉ
Ｃ

御
殿
場
Ｊ
Ｃ
Ｔ

伊
勢
原
北
Ｉ
Ｃ

伊
勢
原
Ｊ
Ｃ
Ｔ

厚
木
南
Ｉ
Ｃ

海老名南ＪＣＴ

東
京
Ｉ
Ｃ

海老名ＪＣＴ

清
水
Ｊ
Ｃ
Ｔ

三
ヶ
日
Ｊ
Ｃ
Ｔ

甲
賀
土
山
Ｉ
Ｃ

豊
田
東
Ｊ
Ｃ
Ｔ

名古屋
ＩＣ

新
富
士
Ｉ
Ｃ

新
清
水
Ｊ
Ｃ
Ｔ

亀
山
Ｊ
Ｃ
Ｔ

八
日
市
Ｉ
Ｃ

一
宮
Ｊ
Ｃ
Ｔ

小
牧
Ｊ
Ｃ
Ｔ

米
原
Ｊ
Ｃ
Ｔ

静
岡
Ｉ
Ｃ

吹
田
Ｊ
Ｃ
Ｔ

大
津
Ｉ
Ｃ

浜
松
Ｉ
Ｃ

暫定4車線
（片側2車線）
41km

うち、片側3車線運用
6km ※

新東名の６車線化について

６車線運用中
６車線構造対応済
【４車線運用】

２３７km ９０km ８９km

（82%） （31%） （31%）

１４５km ５５km ８９km
(100%) (38%) (61%)

１１２km ２８km ２９km

(64%) (16%) (17%)

４１km ６km ２９km
(100%) (15%) (71%)

３４９km １１８km １１８km

（75%） （26%） (26%)
合計 ４６３km

新名神 １７４km

亀山西JCT～大津JCT ４１km

計画 供用

新東名 ２８９km

御殿場JCT～浜松いなさJCT １４５km

H30.8 ６車線化事業許可

※率は計画延長より算出
※３車線運用、構造対応済み延長は上下平均
※四捨五入の関係で合計が合わない箇所がある
※延長には伊勢湾岸（豊田東JCT～四日市JCT）を含む

名
港
中
央
Ｉ
Ｃ

別添②

新名神 新東名

※今回の事業許可以外の区間については、高速道路会社において必要な調査を実施



スマートインターチェンジ
※１

新規事業化箇所 一覧表
（単位：百万円）

スマートインターチェンジの名称（仮称）※２ 連結位置 路線名 H30事業費※３

下野
しもつけ

栃木県下野市 北関東自動車道（壬生IC～宇都宮上三川IC間） 9

筑北
ちくほく

長野県東筑摩郡筑北村 中央自動車道長野線（安曇野IC～麻績IC間） 9

胎内
たいない

新潟県胎内市 日本海沿岸東北自動車道(中条IC～荒川胎内IC間） 9

多賀
たが

滋賀県犬上郡多賀町 中央自動車道西宮線（彦根IC～湖東三山スマートIC間） 9

東温
とうおん

愛媛県東温市 四国縦貫自動車道（川内IC～松山IC間） 9

味坂
あじさか

福岡県小郡市 九州縦貫自動車道鹿児島線（鳥栖JCT～久留米IC間） 9

多気
たき

※４ 三重県多気郡多気町 近畿自動車道伊勢線（勢和多気ＩＣ～玉城ＩＣ間） －

※１ スマートインターチェンジとは、高速道路の本線やサービスエリア、パーキングエリアから乗り降りができるように設置されるインターチェンジであり、

専らＥＴＣを搭載した車両が通行することを目的としたインターチェンジです。

※２ スマートインターチェンジの名称は仮称であり、正式な名称は、地元や利用者のご意見等も踏まえて決定されます。

※３ 事業費は高速道路機構への補助対象分であり、地方が整備する高速道路の区域から既設の一般道路までの道路などは含みません。

※４ 民間施設直結スマートインターチェンジ

（高速道路と近傍に位置する大規模な物流拠点や工業団地、商業施設等の民間施設を直結するインターチェンジであり、民間企業の発意と負担により整備）

別添③



新規事業化 ７箇所

多気

筑北

下野

胎内

東温

味坂 多賀

スマートインターチェンジ新規事業化箇所図 別添③

たいない

ちくほく

しもつけ

た があじさか

とうおん

た き ※

※民間施設直結スマートインターチェンジ



スマートインターチェンジ※１新規準備段階調査箇所 一覧表
スマートインターチェンジの名称（仮称）

※２ 検討位置

花巻
はなまき

ＰＡ 岩手県花巻市 東北縦貫自動車道弘前線（北上江釣子ＩＣ～花巻南ＩＣ間）

山形
やまがた

ＰＡ 山形県山形市 東北中央自動車道相馬尾花沢線（山形上山ＩＣ～山形中央ＩＣ）

小高
おだか

福島県南相馬市 常磐自動車道（浪江ＩＣ～南相馬ＩＣ間）

篠坂
しのさか

ＰＡ 岡山県笠岡市 山陽自動車道吹田山口線（笠岡ＩＣ～福山東IC間）

八本松
はちほんまつ

広島県東広島市 山陽自動車道吹田山口線（西条IC～志和IC）

観音寺
かんおんじ

香川県観音寺市 四国横断自動車道阿南四万十線（さぬき豊中ＩＣ～大野原ＩＣ）

路線名

※１ スマートインターチェンジとは、高速道路の本線やサービスエリア、パーキングエリアから乗り降りができるように設置されるインターチェンジであり、

専らＥＴＣを搭載した車両が通行することを目的としたインターチェンジです。

※２ スマートインターチェンジの名称は仮称であり、正式な名称は、地元や利用者のご意見等も踏まえて決定されます。

別添④



諏訪湖

阿波

つくばみらい

蓮田（フル化）

城端SA

東郷

三木

岡崎阿知和

若穂

花巻PA

山形PA

小高

八本松 篠坂PA

観音寺

スマートインターチェンジ準備段階調査箇所図 別添④

スマートインターチェンジ準備段階調査 新規 ６箇所

スマートインターチェンジ準備段階調査 継続 ９箇所

やまがた

はなまき

おだか

しのさかはちほんまつ

かんおんじ



広域的検討

概略検討

詳細検討

新規事業化 （国）

整備計画決定 （国）

連結許可 （国→地方自治体）
国による整備補助
（機構への補助）

地区協議会の開催 （国・会社・地方自治体）

実施計画書の策定・提出 （地方自治体→国・機構・会社）

開 通

国による準備段階調査
（直轄調査）

地方自治体での検討
（地整、会社で適宜応相談）

・ＩＣの必要性
・周辺道路の現況・整備方針の確認 等

・ＩＣの社会便益及び利用交通量
・ＩＣの位置・構造
・周辺道路の整備計画 等

・ＩＣ及び周辺施設の詳細設計
・整備費用及び負担区分
・管理・運営方法 等

準
備
会

地
区
協
議
会

（
事
業
実
施
）

地
方
で
の
計
画
検
討
・
調
整

ＩＣの必要性等の確認

○ スマートＩＣの準備段階（地方での計画検討・調整段階）において、国として必要性が確認できる箇所等について、
箇所を選定し、国が調査（直轄調査）を実施（準備段階調査）。

○ 準備段階調査における準備会での検討や調整が整い、関係機関で構成される地区協議会で決定された実施計画
書が提出された箇所につき新規事業化。

（参考）スマートインターチェンジの検討・整備について 別添④



路 線 名 ： 北関東自動車道

（壬生IC～宇都宮上三川IC間）

設置場所 ： 栃木県下野市

接続形式 ： 本線直結型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

■北関東自動車道 下野スマートＩＣ（仮称）
しも つけ

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果

＜概 要＞

う つ の みや か み の かわみ ぶ

しも つけ

・下野スマートＩＣの整備により、周辺の工業団地から一般道の渋滞を回避した
高速道路へのアクセスが可能となることから、交通分散による幹線道路の混雑
緩和や高速道路へのアクセス時間短縮が期待される。

・下野スマートＩＣの整備により、河川浸水想定区域を避けた高速道路通行が
可能となるため、災害時の人命救助やエネルギー供給の強化、輸送経路の
確保が図られる。

整備効果 災害時の経路確保

壬生IC

石橋第二
工業団地

下野スマートIC
（仮称）

至 福島

至 東京

至

群
馬

至

茨
城

国土地理院

4

352

71
県 道

0 5 10 15

整備後

現況

約6分の
短縮

約11分

約5分

(分)

2
県 道

約11分
（約5km）

約5分
（約4km）

整備効果 交通分散による混雑緩和

【取扱品目】
揮発油、灯油、重油等
【取扱量】
貯留タンク20基
総容量 47,325KL
【搬出先】
埼玉県など関東一円
及び福島県

石橋第二工業団地から高速道路への
アクセス時間短縮（平常時）

日本オイルターミナル宇都宮営業所

下野市役所

テクノパーク
かみのかわ

石橋第三工業団地

石橋第二工業団地

＜凡例＞
：工業団地
：主要渋滞箇所

エネルギー供給拠点
（日本オイルターミナル
宇都宮営業所）

おもちゃ団地

壬生IC

宇都宮
上三川IC

至

茨
城

日産自動車
栃木工場

至

群
馬

下野スマートIC
（仮称）

＜位 置 図＞

4

4

71
県 道

2
県 道県 道

4

352

国土地理院 至 東京

至 福島

5.0Km3.4Km
8.4Km

至

群
馬

至

茨
城

エネルギー供給拠点
（日本オイルターミナル
宇都宮営業所）

71
県 道

4

＜凡例＞
：河川浸水
想定区域

国土地理院

主要渋滞箇所の混雑状況（おもちゃのまち交差点）

陸上自衛隊
宇都宮駐屯地

下野スマートIC
（仮称）

本線が高い位置にあるため、地上が浸水しても

下野市への経路が確保される

北関東自動車道本線

陸上自衛隊
宇都宮駐屯地

輸送経路の
確保

至 東京

至 福島

主要渋滞箇所を避ける
ことが可能

主要渋滞箇所
（おもちゃのまち

交差点）

＜凡例＞
：現況ルート
：整備後ルート
：主要渋滞箇所

参考資料①



■長野自動車道 筑北スマートＩＣ（仮称）

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果

路 線 名 ： 中央自動車道 長野線

（ 安曇野IC～麻績IC間）

設置場所 ： 長野県東筑摩郡筑北村

接続形式 ： 本線直結型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

＜概 要＞

お みあず み の

＜位置図＞

整備効果 物流効率化・産業振興

・筑北スマートＩＣの整備により、高原野菜産地から高速道路へのアクセ
ス時間が短縮され、物流の効率化による農産業の振興が期待される。

＜凡 例＞
：主要渋滞箇所

４８分
（2８ｋｍ）

２６分
（２４ｋｍ）

0 10 20 30 40 50

整備後

現況

22分短縮

48分

26分

高原野菜産地（東山地区）から安曇野IC
までの所要時間

筑北スマートIC(仮称)

麻績IC

277

55

303

・筑北スマートＩＣの整備により、観光地へのアクセス性・利便性が向上し、
観光客の増加が期待される。

整備効果 観光振興

ちく ほく

ひがし ちく ま ちく ほく

Ｎ

長野県

＜凡 例＞
：主要渋滞箇所
：主要渋滞区間
：村役場

国土地理院

筑北村役場

至 上越

Ｅ19

至 名古屋・東京

約8km

麻績ＩＣ

約15km

安曇野ＩＣ

Ｎ

安曇野IC

麻績IC

至 上越

＜凡 例＞
現況のルート（麻績ＩＣ経由）
整備後のルート（筑北ＳＩＣ経由）

高原野菜産地
東山地区

高原野菜産地 東山地区

西条白菜
（出荷先 中京方面）

筑北スマートIC(仮称)

至 上越

至 名古屋・東京

(分)

至 名古屋･東京

筑北スマートIC
（仮称）

西条温泉とくら：来訪者約64千人/年

１７分
（１７ｋｍ）

５分
（３ｋｍ）

西条温泉とくら 0 10 20

整備後

現況

12分短縮

17分

5分

筑北SICから西条温泉とくらまでの所用時間

(分)

松本方面から西条温泉とくらまでの走行ルート

国土地理院

参考資料①



＜概 要＞

路 線 名 ： 日本海沿岸東北自動車道

（中条IC～荒川胎内IC間）

設置場所 ： 新潟県胎内市

接続形式 ： 本線直結型

形 式 ： 片方向 （２/４） （長岡方面）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

＜位 置 図＞

なかじょう あ ら か わ た い な い

■日本海東北自動車道

胎内スマートＩＣ（仮称）
たいない

整備効果 地域産業の活性化（企業立地促進・雇用創出）
・ 胎内市には、世界のトップ企業（航空関連）とその関連企業が存在する。
・ 胎内スマートIC（仮称）の整備により、工業団地から高速道路へのアクセ
ス性が向上し、更なる企業立地の増加および新規雇用の創出、地域の
活性化が期待。

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果

たい ない

参考資料①

聖籠新発田IC

胎内スマートIC（仮称）

中条IC

県立新発田病院

新潟中条中核工業団地

整備前
所要時間：34分
距離 ：21.5km

整備後
所要時間：25分
距離 ：17.9km

９分短縮

救急車退出路

所要時間：Ｈ27全国道路・街路交通情勢調査
混雑時旅行速度により算出
（市道は一律30km/hとして算出）

N

（出典：新潟県立病院年報､県立新発田病院HP)

【県立新発田病院の概要】

病床数：478床

正社員数：
・内科：36人
・神経内科：5人
・小児科：10人
・外科：7人

患者数（H28年度）：
・入院：147,789人

（404.9人/日）
・外来：226,051人

（619.3人/日）

・ 県北地域の救命救急医療と高度先進
医療を担う三次救急医療機関。

新潟県

113

7

113

胎内スマートＩＣ
（仮称）

荒川胎内ＩＣ

5.1km

4.6km

新潟中条
中核工業団地
（笹口浜地区）

中条ＩＣ

胎内市役所

至 長岡

至 鶴岡N

N

113

113

7

新潟中条
中核工業団地
（鴻ノ巣地区）

現況ルート

整備後ルート

整備効果 救急医療活動への寄与
・ 胎内スマートIC（仮称）の整備により、胎内市内で就業人口が多い新潟中
条中核工業団地周辺から三次救急医療施設である「県立新発田病院」ま
での搬送時間が９分短縮し、救急活動の支援に寄与することが期待。

4.6

12.7

0 5 10 15

整備後

現況

約８分短縮

新潟中条中核工業団地から
東京方面へのアクセス時間

約13分

約5分

中条IC

至 新潟市（東京方面）

新潟中条中核工業団地

胎内市

N

新潟中条中核工業団地から
東京方面（中条IC）まで

約８分短縮

胎内スマートIC
(仮称)

約13分
（約9km）

約5分
（約5km）

http://4.bp.blogspot.com/-iQ7CUthzPg8/UdYhKuwNgrI/AAAAAAAAV5k/o0tEGbK-PwI/s594/tatemono_koujou.png
http://4.bp.blogspot.com/-iQ7CUthzPg8/UdYhKuwNgrI/AAAAAAAAV5k/o0tEGbK-PwI/s594/tatemono_koujou.png


11.1 10.8
11.6

14.4

6.1
4.8

10.5

8.5

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

ブリヂストン キリンビール 古河AS 積水化学工業

高
速
道
路
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
時
間
（
分
）

整備前

整備後

彦
根

彦
根

彦
根

湖
東
三
山

多
賀 多

賀

多
賀

多
賀

約
５
分
短
縮

約
６
分
短
縮

約
１
分
短
縮

約
６
分
短
縮

0百人

(0%)

48百人

(65%)

0

20

40

60

80

100

多賀スマート

ＩＣ整備前

多賀スマート

ＩＣ整備後

人
口
（
百
人
）

長浜赤十字病院までの30圏域人口の変化

長浜赤十字病院までの30分アクセス圏外の人口

長浜赤十字病院までの30分アクセス圏内の人口

■名神高速道路 多賀スマートＩＣ（仮称）
た が

＜位置図＞

整備効果 物流効率化・産業振興

・ 多賀スマートＩＣの整備により、高速ＩＣまで10分以内でアクセス可能となる事業
所が増加し、物流の円滑化による生産性の向上が期待できる。

整備効果 救急医療活動への寄与
・ 多賀スマートＩＣの整備により、多賀町中心部から第三次救急医療施設に短時
間で安定した搬送が可能となり、救急医療活動に大きく寄与。
【効果例】多賀町役場から長浜赤十字病院（第三次救急医療施設）へのアクセス時間の短縮

○整備前：約３２分 ⇒ 整備後：約２５分（約７分短縮）

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果

路 線 名 ： 中央自動車道西宮線

（彦根IC～湖東三山スマートIC間）

設置場所 ： 滋賀県犬上郡多賀町

接続形式 ： 上り；本線直結型、下り；SA・PA接続型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

＜概 要＞

こ と う さ ん ざ んひ こ ね

いぬかみ

参考資料①

た が ち ょ う

至 京都

至 福井

至

京
都

米原市

彦根IC

多賀町

（仮称）多賀スマートIC

彦根市

豊郷町 甲良町

愛荘町

東近江市

多賀第二工業団地

多賀工業団地

北落工業団地

道の駅
せせらぎの里こうら

多賀町役場

彦根市役所

甲良町役場豊郷町役場

愛荘町役場

米原市役所

びわこ東部中核工業団地

1
1
.2
km

5
.4
km

5
.8
km

E1

至 名古屋

米原JCT

湖東三山スマートIC

H28.9～11 昼間12時間
民間プローブデータ

H28.9～11 昼間12時間 民間プローブデータ

事業箇所図 NNN

滋賀県

多賀町人口
の6割以上
をカバー

最寄りICアクセス時間の変化

高速ＩＣ 10分圏域

高速ＩＣ 10分圏域（整備前）
高速ＩＣ 10分圏域（整備後）
整備前10分圏域内事業所
整備後10分圏域内事業所（拡大）
主要渋滞箇所

長浜赤十字病院までの30分圏域人口の変化

約25分

約32分

20分 25分 30分 35分

多賀スマート IC

整備後

（多賀スマート IC経由）

多賀スマート IC

整備前

（彦根IC経由）

約7分短縮

多賀スマートIC

整備前

（彦根IC経由）

多賀スマートIC

整備後
（多賀スマートIC経由）

多賀町役場から長浜赤十字病院までの所要時間



とう おん

■松山自動車道 東温スマートIC (仮称) 

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果

＜概 要＞

整備効果 地域産業の活性化

整備効果 救急医療活動への寄与

・東温スマートICの整備により、松山IC以西から第三次救急医療施設(愛媛
大学医学部附属病院)への搬送時間が短縮し、医療サービスの向上に寄与
する。

新工業団地から高速道路までの所要時間

現況(川内IC経由)

９分

０分

整備後

資料:H27全国道路・街路交通情勢調査
混雑時旅行速度

・東温スマートICの整備により、新たに整備される工業団地から高速道路
へのアクセス性が向上し、企業誘致の促進・雇用創出など産業活動の活
性化が期待される。

松山IC

伊予IC

ＮＮ

愛媛大学医学部附属病院への30分到達圏域の拡大

資料:(所要時間)H27全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度
(人口)H27国勢調査

愛媛大学医学部
附属病院
30分到達圏

現況

整備後

東温スマートIC(仮称)

E56

新工業団地とスマートICの位置関係

9分短縮

愛媛大学医学部附属病院

第三次救急医療施設

30分到着圏人口が
約3.1万人増加

川内IC
E11

松山ICから東温スマートIC経由
所要時間:12分

松山ICから川内IC経由
所要時間:15分

至 大州

至

高
松

至

松
山

至

高
松

E11

スマートICに近接して
新工業団地を整備

(2021 分譲開始予定)

新工業団地

東温スマートIC(仮称)

東温市役所

川内IC

ＮＮ

川内IC経由９分

10分5分

＜位置図＞

東温スマートIC(仮称)

8.6km 3.4km

E56

E11
松山IC 川内IC

ＮＮ

ＮＮ

事業箇所図

高知県

愛媛県
E56

E11

E32

E56

E76

東温スマートIC(仮称)

E55

E56

至

大
州

松山城

道後温泉

陸上自衛隊
松山駐屯地

愛媛大学医学部
附属病院

川内工業団地

愛媛医療センター

新工業
団地

重信工業団地

愛媛県警察
機動隊基地

東温エコの森工業団地

至

高
松

東温市役所

注）:30分到達圏は、愛媛大学医学部附属病院に搬送した場合

路 線 名 ： 四国縦貫自動車道

(川内IC～松山IC間)

設置場所 ： 愛媛県東温市

接続形式 ： 本線直結型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

かわうち まつやま

とうおん

参考資料①



あじさか

■九州自動車道 味坂スマートＩＣ（仮称）

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果

＜位 置 図＞

整備効果 周辺開発・企業誘致の促進

・味坂スマートＩＣ（仮称）の整備により、物流拠点から高速道路ＩＣ
への所要時間が短縮し、沿線の物流の効率化に寄与する。

・高速道路利用者の交通分散により、現道の交通混雑の緩和が図られ、
高速道路へのアクセス向上が期待される。

整備効果 物流効率化

路 線 名： 九州縦貫自動車道鹿児島線

（鳥栖ＪＣＴ～久留米ＩＣ間）

設置場所： 福岡県小郡市福童

接続形式： 本線直結型

形 式： 全方向（４/４）

運用形態： 全車種 ２４時間
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開発箇所 状況

鳥栖市

産業基盤整備地区 一部供用

新産業集積エリア整備事業 整備中

開発地区 一部供用

小郡市

小郡マイタウン拠点地区 一部供用

小郡リバーパーク拠点地区 整備中

産業・業務的利用ゾーン 構想中

・味坂スマートＩＣ（仮称）の整備により、当該ＩＣ周辺の開発・企業
誘致が促進され、鳥栖市東部地域及び小郡市南部地域の活性化が期待
される。
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＜概 要＞



民間施設直結スマートインターチェンジ 新規事業化箇所概要

＜高速道路と直結を予定する民間施設の概要＞

施設名 ：アクアイグニス多気

会社名 ：合同会社 三重故郷創生プロジェクト

(株)アクアイグニス、イオンタウン(株)

ファーストブラザーズ(株)、ロート製薬(株)

［薬草温浴施設、宿泊施設、レストラン、産直市場等］

勢和多気ＩＣ

約１km 約９km

至

玉
城
IC

三重県

設置箇所

み え ふる さとそう せい

た き

＜インターチェンジの概要＞

路線名 ：近畿自動車道伊勢線

検討位置 ：三重県多気郡多気町

構造形式 ：１／４ＩＣ（名古屋方面出口）

運用時間 ：２４時間

対応車種 ：全車種（ＥＴＣ車）

い せ

た きた き

設置箇所

至 名古屋

アクアイグニス多気
薬草温浴施設、宿泊施設、
レストラン、産直市場等
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民間施設直結スマートインターチェンジについて

大規模商業施設、工業団地、物流施設 等

高速道路

一般道路

民間施設

直結路
【アクセス道路】

料金所 直結路
【ランプ】

接続路

※直結路は、整備後に民間施設管理者から地方公共団体に
無償譲渡し、地方公共団体が維持管理

直結路
アクセス道路・ランプ

料金所 接続路

民間施設管理者 高速道路会社 地方公共団体
民間施設名を用いた名称を
つけることが可能

民間施設名
（英語表記）

出 口
EXIT

00-0

E T C 専 用
ONLY

正式名
（英語表記）

民間施設管理者

市町村

国

①提案 ④報告

③認定②認定申請

＜進め方＞

整備方針の検討
・直結する民間施設
・地方公共団体の計画への位置づけ
・ＩＣの概ねの位置、構造形式 等

概略検討・詳細検討

協議会開催
実施計画書の策定・提出

整備計画決定、連結許可

事業実施、開通

整備方針の認定

＜役割分担＞

【対象施設】

主として民間施設に発着する交通（一般交通も利用可能）

ＥＴＣ車限定 ハーフＩＣ・１/４ＩＣも可

【対象交通】

【運用形態】

＜インターチェンジ名称＞

高速道路と近傍の民間施設を直結するインターチェンジを民間企業の発意と負担による整備を
可能とすることで、高速道路を活用した企業活動を支援し、経済の活性化を図る

【 目 的 】
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